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６
月
定
例
会（
第
３
５
６
回
）は
、

６
月
10
日
開
会
、
26
日
閉
会
の
17

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改
正
４
件
、

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１
件
、
専
決
処
分
に
か
か
る
報
告

２
件
、
意
見
書
提
出
に
か
か
る
議

員
提
出
議
案
２
件
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
・
常

任
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
、
全

９
議
案
を
可
決
し
た
。
一
般
質
問

は
３
日
間
行
わ
れ
、
９
議
員
が
登

壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
質
疑
を

行
っ
た
。

　

補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
の
み

で
１
７
４
０
万
円
の
減
額
補
正
を

行
い
、
減
額
後
の
平
成
25
年
度
予

算
総
額
は
２
３
８
億
２
９
６
０
万

円
と
な
っ
た
。

平成24年　
　4月10日

　5月28日

　10月29日

　12月20日

平成25年　
　3月14日

　3月25日

4月9日

　5月9日

　6月3日

「伊賀地域高等学校再編活性化推進に関する要望書」を知事、県議会議
長に提出

全員協議会において、県教育委員会から説明を受ける

「市内普通科県立高校統合についての要望書」を伊賀地区選出県議 5
人、県教育長、伊賀地域高等学校活性化推進協議会会長に提出　　

「市内普通科県立高校統合についての意見書」を知事、県教育長に提出

平成 28年度、名張桔梗丘高等学校と名張西高等学校を統合し、名張西
高等学校校地に新設校を設置することを県教育委員会が発表

「市内普通科県立高等学校統合に関する議長声明」を表明

名張市選出県議と名張市議会議員との懇談会を開催

全員協議会において、県教育委員会から説明を受ける

「伊賀地域高等学校の再編活性化についてのお願い」を、名張市議会議
長から伊賀市議会議長に提出
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なばり市議会だより
平成25年7月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

●これまでの協議などの経過 　

伊
賀
地
域
高
等
学
校
の
再
編
活
性

化
に
つ
い
て
は
、
当
市
議
会
の
重
要
課

題
と
し
て
位
置
付
け
、
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

当
市
議
会
は
統
合
を
否
定
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
伊
賀
地

域
全
体
の
枠
の
中
で
、
現
在
、
三
重
県

教
育
委
員
会
が
発
表
し
て
い
る
再
編
内

容
に
よ
り
、
本
当
に
活
性
化
し
た
高
等

学
校
に
な
り
得
る
の
か
を
、
伊
賀
地
域

の
市
民
、
生
徒
の
立
場
に
立
っ
て
、

真し
ん
し摯
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

滝
之
原
小
学
校
、錦
生

小
学
校
、国
津
小
学
校

の
統
合
に
つ
い
て

補
正
予
算

　

「
名
張
市
市
立
学
校
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
滝
之
原

小
学
校
を
比
奈
知
小
学
校
に
、
錦
生
小

学
校
を
赤
目
小
学
校
に
、
国
津
小
学
校

を
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
に
統
合
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
当
市
議
会
は
教
育
民

生
委
員
会
や
全
員
協
議
会
で
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
統
合
に
向
け
て
の
条
例
改

正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

市内普通科県立高等学校の統合について市内普通科県立高等学校の統合について

市内３小学校の統合に向け条例を可決市内３小学校の統合に向け条例を可決

国津小学校滝之原小学校 錦生小学校 名張西高校 名張桔梗丘高校

県議との懇談県議との懇談
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公
共
下
水
道
全
体
計
画
と
下
水

道
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
計
画
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ン
ト
の
公
共
移
管
の
実

施
時
期
は
。

中
央
処
理
区
の
住
宅
団
地
の
汚
水

処
理
施
設
の
移
管
に
つ
い
て
は
、

４
ヵ
所
を
接
続
移
管
し
て
お
り
、

残
り
の
住
宅
団
地
の
汚
水
施
設
も

順
次
移
管
し
て
い
く
。
一
方
、
南

部
処
理
区
の
住
宅
団
地
の
公
共
管

理
へ
の
移
管
に
つ
い
て
は
、
住
宅

団
地
の
施
設
所
有
者
、管
理
組
合
、

自
治
会
役
員
と
移
管
方
針
に
基
づ

き
条
件
整
備
の
協
議
を
平
成
25
年

度
か
ら
行
っ
て
お
り
、
移
管
条
件

の
整
っ
た
団
地
か
ら
26
年
度
よ
り

公
共
管
理
し
て
い
く
。

● 

防
災
・
建
設
・
上
下
水
道
・
環
境

移
管
の
実
施
時
期
は

Q
移
管
協
議
を
実
施

A

田
合 

豪 

議
員

清
流
ク
ラ
ブ

平
成
25
年
９
月
22
日
に
名
張
市

総
合
防
災
訓
練
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
訓
練
の
想
定
で
は
、
震

度
６
強
の
揺
れ
、
住
宅
の
全
壊
・

焼
失
９
２
５
棟
、
死
者
・
行
方
不

明
者
27
人
な
ど
と
想
定
さ
れ
て

い
る
。
想
定
を
す
る
以
上
、
そ
れ

に
合
う
防
災
計
画
を
作
り
、
５
年

な
ど
の
期
間
を
定
め
て
減
災
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

今
回
の
想
定
は
、
南
海
ト
ラ
フ

を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が
発

生
し
た
際
の
想
定
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
の
避
難
訓
練
を
中
心

に
行
う
。
現
在
６
強
に
耐
え
ら

れ
る
よ
う
学
校
の
耐
震
化
と
上

下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

市
民
に
不
安
を
与
え
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
計
画
を
立
て
、
減

災
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

防
災
訓
練
の
想
定
根
拠

Q
震
度
６
強
に
対
応
可
能

A

AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

県
道
赤
目
滝
線（
柏
原
工
区
）は
、

測
量
も
終
了
し
、
平
成
27
年
の

完
成
に
向
け
て
、
地
権
者
と
の

交
渉
予
定
段
階
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、
24
年
度
は
進
展
が

な
い
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

22
年
度
は
測
量
を
実
施
し
、
23

年
度
に
は
境
界
同
意
作
業
を
進

め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
地
権

者
の
協
力
や
同
意
を
得
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
を
し
、
地
元
関
係

者
、
三
重
県
と
協
議
を
重
ね
た

上
で
、
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
。

柏
原
工
区
の
進
捗
状
況

Q
引
き
続
き
推
進
を
図
る

A

名
張
市
に
お
い
て
、
浸
水
被
害

は
数
年
に
一
度
の
周
期
で
発
生

し
て
お
り
、
地
域
も
固
定
化
し

て
い
る
。
も
は
や
備
え
る
時
期

を
超
え
、
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。
国
直
轄
で
行
っ
て
い

る
名
張
川
の
改
修
事
業
へ
の
働

き
か
け
と
、
農
水
・
都
市
下
水

な
ど
の
市
管
轄
施
設
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
整
備
計
画
を
立
て

て
い
る
の
か
を
問
う
。

名
張
川
の
改
修
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
木
津
川
上
流
直
轄
改

修
促
進
期
成
同
盟
会
を
通
じ
要
望

し
て
い
く
。
市
管
轄
の
排
水
設
備

に
つ
い
て
は
、計
画
的
に
整
備
し
、

被
害
を
回
避
す
る
た
め
の
短
期
的

な
対
応
と
し
て
、
局
部
改
良
も
検

討
し
て
い
る
。

浸
水
被
害
地
域
の
対
策

Q
局
部
改
良
な
ど
を
検
討

A

常
俊 

朋
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

𠮷
田 

正
己 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

細
矢 

一
宏 

議
員

公
明
党

つつじが丘コミュニティプラント

県道赤目滝線

増水時の名張川（鍛冶町橋）

生
ご
み
回
収
を
、
平
成
22
年
秋
・

23
年
初
夏
の
２
回
、
約
３
千
世

帯
、
１
千
万
円
の
経
費
で
試
行

し
た
が
、
良
好
な
結
果
を
得
ら

れ
ず
終
わ
っ
た
。
生
ご
み
処
理

機
利
用
者
の
乾
燥
生
ご
み
買
い

取
り
換
金
施
策
を
直
売
所
で
試

行
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
消

費
者
、
生
産
者
、
販
売
所
の
三

方
よ
し
の
生
ご
み
処
理
施
策
が

行
え
る
と
考
え
る
。

直
売
所
な
ど
で
の
乾
燥
生
ご
み

と
商
品
の
交
換
は
、
資
源
循
環

や
ご
み
減
量
化
の
観
点
か
ら
一

手
段
と
考
え
ら
れ
る
が
、
体
制

や
仕
組
み
な
ど
検
討
す
べ
き
課

題
も
あ
り
研
究
し
た
い
。

資
源
循
環
社
会
の
構
築

Q
研
究
し
た
い

A 髙
田 

稔
嗣 

議
員

清
流
ク
ラ
ブ

生ごみ処理機
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平
成
33
年
に
第
76
回
国
民
体
育

大
会
が
昭
和
50
年
以
来
46
年
ぶ

り
に
三
重
県
で
開
催
さ
れ
る
。

正
式
36
種
目
の
内
8
種
目
が
津

市
・
伊
勢
市
な
ど
で
開
催
と
の

内
定
が
出
て
い
る
が
、
名
張
市

と
し
て
誘
致
は
し
な
い
の
か
。

国
体
で
の
名
張
市
出
身
選
手
の

活
躍
を
望
む
が
、
選
手
の
育
成

や
、
競
技
施
設
の
充
実
を
考
え

て
い
る
か
。

県
種
目
団
体
と
の
協
議
、
競
技

施
設
の
規
模
な
ど
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
が
、

オ
ー
プ
ン
種
目
も
含
め
名
張
会

場
で
競
技
を
誘
致
し
た
い
。
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍

し
た
山
口
螢ほ

た
る

選
手
の
よ
う
な

名
張
市
出
身
の
選
手
の
活
躍
は
、

市
民
の
元
気
に
つ
な
が
る
。
選

手
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。
三

重
国
体
は
、
既
存
の
施
設
活
用

が
基
本
と
な
っ
て
い
る
が
、
施

設
の
充
実
は
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
精
一
杯
努
力
す
る
。

● 

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
福
祉

国
体
の
名
張
会
場
は

Q
誘
致
に
取
り
組
む

A

政
府
が
す
す
め
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
※
２
）
参
加
に
対
し
て
、
県
内

の
医
療
・
農
業
な
ど
、
９
団
体

か
ら
反
対
の
請
願
が
届
い
て
い

る
。
名
張
市
の
農
協
・
農
業
委

員
会
も
反
対
だ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
全

て
の
関
税
撤
廃
が
原
則
で
、
例

外
が
認
め
ら
れ
る
保
証
が
な
い
。

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
農
業

は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
地

産
地
消
は
破
壊
さ
れ
、
食
の
安

全
も
失
わ
れ
る
。
医
療
面
で
は
、

保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
治
療
が

増
え
、
お
金
が
な
け
れ
ば
病
院

に
も
行
け
な
く
な
る
。
暮
ら
し

を
壊
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
を

す
る
べ
き
だ
。

名
張
の
農
業
は
経
営
体
の
確
保

と
新
規
の
参
入
が
必
要
で
、
大

き
な
転
機
で
チ
ャ
ン
ス
だ
。
攻

め
の
農
業
と
選
択
の
医
療
で
乗

り
切
れ
る
と
推
測
で
き
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対

Q
転
機
で
チ
ャ
ン
ス
だ

A

名
張
地
区
の
現
状
は
、
高
齢
化

が
激
し
く
人
口
も
減
少
し
、
加

え
て
商
店
商
業
者
が
減
り
空
き

屋
空
き
地
も
目
立
つ
よ
う
に
な

り
人
の
賑
い
と
活
気
が
な
く
な

っ
た
。
中
で
も
高
齢
者
が
多
い

た
め
安
全
安
心
で
住
環
境
の
良

い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
。
高

齢
者
が
安あ

ん
の
ん穏
に
暮
ら
せ
る
理
想

の
ま
ち
づ
く
り
を
望
む
。

名
張
地
区
は
、
市
内
の
中
で
も
、

特
に
高
齢
化
が
進
み
高
齢
化
率

も
市
域
全
体
を
は
る
か
に
超
え

33
％
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

高
齢
化
が
進
む
の
は
明
ら
か
だ
。

そ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
名
張
地

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と

連
携
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
資
源
を
活
用
し
て
「
名
張
の

原
風
景
と
人
情
が
息
づ
く
魅
力

あ
る
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
に
、

高
齢
者
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
を
目
指
し
た
い
。

目
指
す
ま
ち
の
将
来
像

Q
魅
力
あ
る
ま
ち
の
実
現

A

● 

く
ら
し
・
ま
ち
づ
く
り

認
可
保
育
所
の
安
心
の
保
育
を
維
持
す
る

た
め
、
企
業
・
株
式
会
社
の
参
入
を
認
め
ず
、

保
育
士
の
仕
事
に
見
合
う
報
酬
、
休
日
の

取
得
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
を

確
保
し
、
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
環
境
を

つ
く
る
こ
と
を
求
め
る
。

認
可
保
育
所
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
社
会
福

祉
法
人
、
学
校
法
人
で
の
運
営
と
す
る
。

安
心
こ
ど
も
基
金
を
使
い
、
保
育
士
一
人

当
た
り
年
平
均
４
万
７
千
円
の
手
当
な
ど

を
民
間
保
育
所
へ
交
付
し
、
労
働
環
境
の

整
備
を
支
援
す
る
。

保
育
士
の
処
遇
改
善

Q
手
当
な
ど
で
賃
金
引
上
げ

A

AQ＆ 質問その他

国
の
平
成
24
年
度
補
正
予
算
で
、
経
済
対

策
と
し
て
新
た
に
地
方
負
担
を
軽
減
す
る

交
付
金
の
仕
組
み
を
立
ち
上
げ
た
。
こ

の
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
総
額

１
兆
３
９
８
０
億
円
に
お
け
る
名
張
市
の
交

付
限
度
額
と
そ
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
お
伺

い
し
た
い
。

地
域
に
元
気
を
与
え
る
目
的
の
交
付
金
で
あ

り
、
総
額
約
１
億
６
千
万
円
が
交
付
さ
れ

る
。
こ
の
６
月
補
正
で
２
つ
の
駐
車
場
整
備

事
業
に
活
用
し
た
。
残
り
１
億
円
の
交
付
金

は
、
９
月
補
正
と
し
て
緊
急
性
の
高
い
事
業

や
新
年
度
以
降
に
予
定
し
て
い
た
建
設
事
業

な
ど
、
有
効
に
活
用
し
た
い
。

地
域
の
元
気
交
付
金

Q
１
億
円
を
有
効
に
活
用

A
三
原 

淳
子 

議
員

日
本
共
産
党

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会 

川
合 
滋 
議
員

心
風
会

橋
本 

マ
サ
子 

議
員

日
本
共
産
党

柳
生 

大
輔 

議
員

心
風
会

※ 1　風しん予防接種の助成は始まっています。　※2  TPP･･･ 環太平洋戦略的経済連携協定

妊
婦
が
風
疹
に
感
染
す
る
と
、

出
生
児
が
先
天
性
風
疹
症
候
群

に
か
か
り
、
目
・
耳
・
心
臓
な

ど
に
障
害
が
出
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
女
性
は
感
染
予
防
に
必
要

な
抗
体
を
、
妊
娠
前
に
獲
得
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。
本
年

春
か
ら
例
年
に
な
く
風
疹
が
流

行
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

風
疹
予
防
の
対
策
が
急
務
だ
。

今
後
の
対
策
を
問
う
。

県
は
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
を
防

止
す
る
た
め
の
緊
急
措
置
と
し

て
、
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
す

る
女
性
と
、
妊
婦
の
夫
及
び
同
居

す
る
家
族
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
費
用
を
、
市
町
と
共
に
助
成

す
る
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も

議
会
と
相
談
し
、
県
の
制
度
を
基

本
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費

用
助
成
を
す
る
方
向
で
準
備
を

進
め
る
（
※
１
）。

風
疹
予
防
接
種
の
助
成

Q
助
成
実
施
に
向
け
準
備

A 石
井 

政 

議
員

公
明
党
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専決処分した事件（名張市市税条例の一部改正）の承認／専決処分した事件（名張市国民健康保険税条例の一部改正）の承認／平成25年
度名張市一般会計補正予算（第１号）／市長及び副市長の給料並びに旅費等に関する条例の一部改正／名張市教育委員会教育長の給与及び
勤務時間等に関する条例の一部改正／地方自治体が行う風疹予防接種費用の公費助成に対する財政措置等を求める意見書の提出／地方公務
員給与に係る地方交付税削減に関する意見書の提出

①職員の給与に関する条例の一部改正／②名張市市立学校の設置に関する条例の一部改正

❶風疹の予防接種費用に公費助成を求める請願…採択　　　　  ❷ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）への参加に反対する請願…不採択
❸地方公務員給与に係る地方交付税削減についての請願…採択　❹消費税増税を再検討する意見書の採択を求める請願…不採択
❺年金額2.5％の削減の中止を求める請願…不採択

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員

浦
﨑

森
脇

福
田

三
原
橋
本
豊
岡
髙
田

川
合

富
田
細
矢
吉
住
石
井

常
俊
森
岡
𠮷
田

柳
生

山
下

幸
松

会派 無会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

× × ◯ ◯◯① ◯ ◯◯ ◯◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯
× × × ××② ◯ ◯◯ ◯× ◯ ◯× ◯◯ ◯◯ ◯◯

議
員
名

清流クラブ
田
合

❷、❹、❺は、日本共産党会派の橋本議員と三原議員が賛成

滝
之
原
か
ら
比
奈
知
へ
向
か
う
県
道

名
張
青
山
線
は
一
部
狭
く
、
危
険
な

箇
所
が
あ
る
。
現
在
調
査
中
の
公
図

混
乱
解
消
の
た
め
、
地
籍
調
査
を
早

期
に
実
現
し
、
安
全
を
確
保
し
て
ほ

し
い
。
三
重
県
は
道
路
整
備
を
行
う

準
備
は
で
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

滝
之
原
当
該
地
域
の
地
籍
調
査
は
現

在
作
業
を
進
め
て
い
る
。
道
路
整
備

に
つ
い
て
は
、
名
張
市
が
公
図
混
乱

の
解
消
を
行
い
、
そ
の
後
三
重
県
が

道
路
改
良
事
業
を
行
う
。

「
道
徳
教
育
総
合
支
援
事
業
」
は
道
徳

教
育
の
質
の
向
上
に
よ
り
一
層
の
充

実
を
図
る
と
の
こ
と
だ
が
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
い
じ

め
や
体
罰
な
ど
厳
し
い
。
市
内
小
中

学
校
の
現
状
と
そ
の
方
向
性
を
問
う
。

名
張
市
の
道
徳
教
育
の
授
業
時
間
数

は
、
ほ
ぼ
全
国
平
均
並
み
で
36
時
間

と
な
っ
て
い
る
。
教
材
と
し
て
主
に

「
心
の
ノ
ー
ト
」
を
使
用
し
、
日
常
の

生
活
の
中
に
も
道
徳
に
関
す
る
事
柄

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
今
後
は
価
値

観
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
自
ら
が

進
ん
で
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
指
導
力

の
向
上
に
努
め
る
。

第 356回定例会　審議結果

3月9月9月
  5日木
  10日火
11日水
12日木
13日金
17日火

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
決算

18日水
19日木
20日金
24日火
25日水
30日月

決算特別委員会（一般・特別会計）
決算特別委員会（企業会計）
総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会　　
採決

開会時間は午前 10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
一般質問はケーブルテレビで放映されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

議員の表彰 田合 豪 議員 10年以上市議会議員の職にあるものとして、全国および東海市議会議長会会長から表彰を受けました。

浦
﨑 

陽
介 

議
員

無
会
派

公
図
混
乱
解
消
を
早
く

道
徳
教
育
の
方
向
性
は

QQ
作
業
を
進
め
て
い
る

指
導
力
向
上
に
努
め
る

AA
豊
岡 

千
代
子 

議
員

清
流
ク
ラ
ブ

https://www.facebook.com/nabarishigikaihttps://www.facebook.com/nabarishigikai

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

発
信
中いいね!!いいね!!

あれっ こわぁ～い。
市議会もFB始めてんげなぁ～。
あれっ こわぁ～い。
市議会もFB始めてんげなぁ～。

近畿大学工業高等専門学校と名張市・
名張市議会との懇談会

産業建設委員会による
木材市場現地視察

名張点訳グループ「あかり」の皆さんと
議会広報特別委員会との懇談会

名張西保育園と教育民生委員会との
懇談会

平成25年度伊賀広域防災拠点活動訓練

懇談日　4月12日金　　場所　特別委員会室
　近大高専神

か ん の

野校長はじめ学校関係者から、「名
張の近大高専を地域で育てよう」をテーマに高専
誘致後の状況説明を
受け、入学者の確保や
民産学官の連携など、
引き続き協力していく
ことを確認しました。

視察日　5月17日金
場所　マルタピア協業組合（伊賀市北山）
　名張市における林業や木材流通の現状を調査す
るため、原木市場「マル
タピア協業組合」を視
察し、同組合の事業概
要や木材流通の説明
を受けました。

懇談日　5月7日火　
場所　元田辺三菱製薬(株)名張第１研修棟
　名張点訳グループ「あかり」の皆さんは「広報
なばり」や「なばり市議会だより」の点訳にご協
力をいただいています。懇談会では、皆さんの点
訳に対する思いやこれまでのご苦労を伺うこと
ができました。なお、「広報なばり」「なばり市議
会だより」の点訳版は市民ロビーなどにも設置し
ています。

懇談日　5月16日木　　場所　名張西保育園
　平成22年4月から民営となった名張西保育園を
訪問し、市内で唯一実施している休日保育の運営
状況などについて園長
と懇談を行いました。
保育現場のさまざまな
課題を再認識すること
ができました。

訓練日　5月26日日
場所　伊賀広域防災拠点（上野農業高校跡地）
　3月に完成した伊賀広域防災拠点施設におい
て、当市議会議員も参加するなかで、関係機関が
物資やけが人のヘリコ
プター搬送などの広域
災害に対応する訓練を
行いました。

懇談 視察 訓練

◎
「
な
ば
り
市
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
は
、

議
会
事
務
局
（

 

63
‐
７
８
３
４
）
へ

全会一致
議案

表決が
分かれた
議案

請願


